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人
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市政を進めτいきます~を基本に「生活者起点」

。
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

昨
年

3
H
m
日
冊
、

「
市
民
の
皆
さ

ん
の
診
蘭
を
得
て
、
明
る
く
そ
し
て
ぷ

附
ら
し
い
蹴
動
感
の
あ
る

k
凹
市
づ
く

り
の
た
め
に
副
担
今
て
い
き
た
い
」
と

の
思
い
の
も
と
、
時
誼
市
政
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

2
年
日
と
な
る
今
年
は
、
次
の
織
拡

を
重
占
に
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。市

町
村
合
併
に
向
け
て

，、.

昨
年
は
、
街
し
い
れ
世
紀
の
地
方
自

治
の
あ
り
方
を
恒
索
す
る
と
と
も
に
、

新
た
な
地
域
の
将
来
を
論
じ
る
中
で
、

地
峨
づ
く
り
の
ひ
と
つ
の
刀
法
と
し
て
、

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
が

本
絡
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

E
Hに
行
っ
た
ア
ン
ケ
!
ト
測
在
を

は
じ
め
、
自
拍
企
迎
合
金
主
催
に
よ
る

合
併
を
考
え
る
地
区
思
酷
告
が
市
内
M

会
場
で
捌
附
さ
れ
る
屯
ど
、
地
域
令
体

で
合
併
に
つ
い
て
考
え
、
新
し
い
地
域

づ
く
り
が
話
し
合
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
担
の
中
、
上
岡
市

・

丸
子
町

・
真
田
町

・
武
石
村
の

4
市
町

村
で
旺
茸
合
併
協
曜
会
が
四
月
剖
日
出

に
設
立
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
は
、
こ
の
任
意
合
併
協
議
会
で

合
併
に
つ
い
て
の
調
査

・
研
究
を
行
い
、

金
援
で
検
討
さ
れ
た
内
容
等
を
住
民
の

脅
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
、
住
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
合
併
を
毒
え
て
い
き
ま
す
。

「
生
活
者
起
点
」

の
市
政
運
営

市
政
の
基
本
は

「
生
活
者
起
点
」
で

あ
る
と
し
て
、
各
種
施
簡
を
展
開
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の

「
生
活
占
起
点
」
の
市
政
運
営

と
は
、
市
政
の
主
人
公
は
市
民
で
あ
る

と
い
う
考
え
を
基
本
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
日
々
の
暮
ら
し
の
山
中
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
戸
を
止
切
に
し
、
市
民
の
立
織
に

立
勺
た
市
政
運
営
を
し
て
い
〈
。
ま
た
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
自
主
的
に
市

政
に
参
画
し
て
い
た
だ
き
、
地
峻
の
主

体
的
活
動
を
と
お
し
て
市
民
と
行
政
が

目
的
合
共
有
し
、
市
民
の
宜
思
が
政
聾

決
定
の
場
に
反
映
で
き
る
市
政
運
営
を

し
て
い
く
。
そ
し
て
、
幅
広
い
担
野
を

持
ヲ
亡
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い

る
市
民

・
市
民
間
体

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体

・
N
P
Oな
ど
の
管
さ
ん
と
、
行

政
が
迎
携
・
協
働
の
も
と
パ
ー
ト
ナ
ー

ンッ
プ
を
術
革
し
、
聞
か
れ
た
市
政
運

営
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の

「
生
活
者
届
占
」

を
基
本
に
市
政
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

う
え
だ
TH
勇
士
養
員
会
設
立

市
民
が
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
上
で
、

「
生
活
者
起
点
」
で
よ
り
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
き
し
、

市
政
に
反
映
し
て
い
き
た
い
と
の
思
い

か
ら
、
昨
年

9
月
四
日

「
う
え
だ
百
勇

士
墨
且
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

初
代
か
ら
叩
代
ま
で
の
幅
広
い
年
代

乙

1
0
5人
の
脅
さ
ん
が

5
つ
の
隊
に
分

か
れ
、
活
措
な
蟻
抽
を
し
て
い
た
だ
き
、

日
月
幻
日
酬
に
前
l
回
の
提
言
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ム
辿
復
、
い
た
だ
い
た
世
話
を
尊
重
し
、

可
能
な
絞
り
市
政
に
反
映
し
て
い
き
た

い
と
与
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
香
且
企
で
は
肱
の
提
官
に
向

け
て
、
亜
に
揖
論
を
置
ね
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
今
年
4
月
に
は
新
た
な
聾
且

の
募
集
も
行
う
予
定
で
す
。

上
田
を
置
す
る
新
し
い
聾
且
さ
ん
に

も
加
わ
勺
て
い
た
だ
き
、
よ
き
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
傍
聾
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

[2] 1丘1.1

上
回
駅
お
回
明
日
再
調
発

事
業
の
推
進

上
聞
駅
前
の
高
度
な
土
地
利
用
を
図

り
、
文
化

・
情
報

・
に
ぎ
わ
い
の
拠
点

と
し
て
い
く
よ
田
駅
お
城
口
再
開
尭
事

草
が
堪
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
6
月
か
ら
建
設
工
事
が
始
ま
っ

て
い
る
再
開
亮
ピ
ル

2
機
は
、
い
よ
い

よ
鉄
骨
の
組
み
立
て
工
事
が
胎
ま
り
ピ

ル
の
尼
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
今
年
の

日
月
に
は
ど
ル
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

今
後
、
ピ
ル
に
入
居
す
る
テ
ナ
ン
ト
や

企
聾
の
募
集
を
行
う
と
と
も
に
、

4
階

に
は
市
民
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
立
ち
寄

り
、
最
新
情
報
が
押
ら
れ
、
自
主
的
な

活
動
の
場

・
憩
い
の
泌
と
な
る
、
〈
恒

弥
)
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
整
惜
し
て

い
き
ま
す
。



E 

ま
た
、

駅
削
広
場
に
つ
い
て
-
も
l
月

か
ら
本
格
的
な
工
事
が
拍
ま
り
、
平
成

同
年
3
月
に
は
す
べ
て
の
工
事
そ
完
成

さ
せ
る
予
定
で
す
。

上
回
の
新
し
い
顔
と
な
る
重
要
な
耶

重
で
す
の
で
、
事
業
の
早
期
完
成
に
向

け
万
全
を
閉
し
て
い
き
ま
す
。

3
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
の
取
り
組
み

市
政
は
、
多
く
の
盟
組
を
抱
え
て
い

ま
す
が
、
特
に
施
盟
の
伎
と
し
て
次
の

市政ダイジェス卜
~平成14年を振り返って~

挙・13日 うえた:男女共同省参画フ才一

ラム.14日岳の輸.27白よ図わっ

しょい置30日 二中生徒力出石中学綬

を訪問(姉録音官市)

3
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
重
点

的
に
取
り
級
ん
で
い
き
ま
す
。

第

一
と
し
て
、
「
環
湧
問
題
に
対
応

し
た
循
環
型
社
会
の
車
成
」

で
す
。

地
球
観
慎
で
環
境
問
題
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
と
な

り
、
市
と
し
て
も
昨
年
は
唖
境
基
本
計

画
を
置
定
し
、
理
協
悦
政
警
の
困
障
制
脱
絡

で
あ
る

1
5
0
1
4
0
0
1
を
留
旺
取

得
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
む

な
ど
、
環
境
へ
の
白
摘
が
少
な
い
冊
現

型
社
会
の
蕗
成
に
向
け
た
施
置
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

第
二
と
し
て
、

「
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
市
民
の
健
康
増
進
」
で
す
.

自
分
の
健
康
は
自
分
で
つ
く
る
を
基

本
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
に
暮

ら
せ
る
よ
う
保
健
・
福
祉

・
教
育
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
で
き
る
施
置
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

部
三
と
し
て
、
「
量
子
化
問
題
に
対

す
る
対
応
」
で
す
。

特
に
、
乳
幼
児
期
か
ら
吋
年
剛
に
韮

る
ま
で
の
青
少
ム年
の
曲
全
育
成
に
向
け

た
取
り
組
み
は
重
要
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
こ
ど
も
館
輯
曲
、
不
畳

校
児
童
の
相
韻
体
制
の
充
実
、
完
全
学

校
週
5
日
制
に
対
応
し
た
事
農
の
充
実
、

芋
控
の
盤
情
な
ど
積
極
的
に
進
め
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も

の
生
活
の
す
べ
て
の
閣
域
に
わ
た
る
課

題
に
つ
い
て
、
総
合
的
に
取
り
総
ん
で

い
き
ま
す
。

以
上
3
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
柱
に

締
盟
を
微
堪
し
て
い
き
ま
す
。

旦旦
. ，日住民基本台領ネットワ クン

ステム禄動.2日 邦楽コンサート・

4.......248 旧西酒田小学綬く表現〉鹿

.9日 上田市TMO繍懲を市が飽定

・10日上自大花火大会・21日西上

回駅自由通路安全祈願祭圃22日 上回

械蘇能.28日 ロ マンうえだ竣工式

園31日 上回市地震総合防虫翻|練

皇旦
.，日 長野県知事選準 ・星野県蛾会

議員繍欠茸挙・3-25日 9月定開市

議会・8日 フランル図舎まつり・14
-15日ゥエダ・ピア2002.24日よ

田市・丸子町 ・真田町 ・武石村任意合

併協議会鐙立準備会段置・258 上信

越自動車道太郎山トンネル貫通式・30
日 うえだ吾勇士聾員会発足

盟旦.5日膏少年育成フォ ラム ・女性

フzスティハル・13......20日友好都市

紡中田・14日 上回古戦場鍵廠マラソ

ン.16日 環境に優しい保育園認定証

空付式 (24日・ 25日)/満里子ども館

開館式・25日 東部子ども館開館式.

3c日 川辺子ども館開館式

日旦.3日子ども文化祭.4日景観80
週ウォキング.8......10日 うえ正織下

町映画祭・9......10日 メディアランド

秋まつり・10日 街中NEWロードフェ

スタ(中央通りの電線地中叱工事完成}

・16......17日 信州上国歴史ロマンウ方ー

ク・21日 上回市功樋者表彰式圃26日
-12月16日 12月定例市磁会.27日
うえだ百勇士委員会から第 1回目の提

言・28日 市民と市長の日スタート

立旦
・1日 浦里小学校130周年配念式輿

.，8日 上信越自動車道4車線化完成

式・248 上田市 ・丸子町真図町 ・

武石村任意合併協議会股立

1月
.13日成人式・18自国僚主流の推

進について市長ヘ報告.拠出・19日
市町村合併ソンポジウム.20日 消防

出初め式

2月
. '日上国市環境筆本計留の苦申/

狙図酉子ども館開始弐.2日 環境シ

ンポンウム・5-28日 3月定倒市線

会・15日 [ $014001&忍旺量録・22

臼 AAECプラザ股立，'II学官連携

主媛施設綾工式

主且
・8日塩図中央保育圃峻工式・10日

国際立~フェスティパル2002・17日
上田市長選挙 ・上田市観会随員循欠選

挙・22日 生産学園都市宜冨配念m演

会圃羽田 悔が丘保育園閉園式・25-
268 下之郷山林火災.28日 母袋市

政スタート・29日 慣灘国分寺駅開業

ノうえEはら験老圃綾工式

4月
・1日完全学校週5白期l実施/市道

民愛媛上野線潤直/プラスチック類を固

形燃料化関抽.4臼 矢島消防団長辞

令封掴13......14日輔￠まつり・~7日

親子ふれあい纏樹祭圃29日 上田真固

まつり置30日 酉小学校体育館峻工式

/ささらの湯利用者が100万人突閣

5F.1 
・5日 うえだこどもまつリ・16.....19
日よ田市噌合美術展・21日よ国市

功労者表'彰式・23日-7月 自治会出

合会主催市町村合併を考える地区惣般

会・25S......6月16日 山本鵬生麗120
年展・30日 建段リサイクル法施府

6F.1 
.4 ......24日 6月宣明市後会.8......9
回全日本生涯野球大会・13日 よ関

駅お緩口地区南開尭ビル安全祈願祭

(2線)・ロ2......23日 lまたる祭り

7F.1 .5白 中国岬園者災同軍圏段置式箆

・7日 上国市農業聾員会墨員一般遭

1丘1.1[31 



• E~，t!襲撃事n.'j'ß.I:fi!li 1・I・円拍臨場E・受章おめでとうございます
次のかたに滴窓生百が控与され、母語市長から伝達をさせていただきました。

長谷川たきさん
上田市社会福祉基金

に多額のご脊耐をいた

fごきました。

今
〆

d

」

。

ゲ
を
た

z

ノ
ど
し

t
F

・
ie
t

s
浩

K
W
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U
部

寸
資
J
よ

い
図
利
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た
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昭

附

細

の
管
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渓紺綬褒章

公益のため、図や地方公共団体などに多額の私mを寄附した治合に、固から授与される褒章。

リ

市復所代褒竃E
ft22・41ω
皿5・41ω

ノ

催し脳
い
き
い
き
情
座

生
き
が
い
づ
く
り
と
笑
い

薗
保
年
金
隈

(
2
n

・5
1
1
8
)

笑
う
こ
と
は
、
健
康
の
バ
ロ
メ
ー

タ
と
言
わ
れ
ま
す
。
笑
い
に
は
ど

ん
な
効
果
が
あ
り
、
心
や
体
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
る
白
か
な
ど
、

笑
い
を
テ
l
マ
に
楽
し
い
講
演
会
を

開
冊
し
ま
す
。

マ
と
き

2
月
4
日
拠
午
前
凶
時

加
分
E
U時
加
分

マ
と
こ
ろ

中

央
公
民
館
マ
講
師

長
野
大
学
社

会
福
祉
学
部
講
師
・
深
瀬
文
啓
さ
ん

マ
定
員
先
着
印
名
マ
受
講
料

無
料

マ
申
し
込
み

電
話
で
国

保
年
金
諜
へ

見
て
/
聞
い
て
/
学
ぶ
/

や
吉
し
い
く
ら
し
鴫
座

腐
蟻
物
肘
鏑

腺

(
宮
担

0
6
6
6
)

上
田
市
の
ご
み
由
現
状
や
リ
サ
イ

ク
ル
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
を
開
催
し

「

ま
す
。
上
田
市
の
ご
み
処
理
施
設
の

見
学
ゃ
、
ご
み
を
出
さ
な
い
生
活
な

ど
を
学
ん
で
、
地
球
に
や
さ
し
い
生

活
由
連
人
に
な
り
ま
し

F
1

マ
と
き

1
月
詑
日

1
2月
初
日

(毎
週
水
曜
日
・

剖

6
回
を
予
定
)

マ
と
こ
ろ

エ
コ
・
ハ
ウ
ス
ほ
か

マ
内
容

こ
み
の
減
量
や
リ
サ
イ

ク
ル
に
関
す
る
施
設
見
学
、
講
義
、

エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど

マ
定
員

先
着
羽
名

マ
受
講
料

無
料

(
エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
の
材
料
は
突
き

マ
申
し
込
み

1
月
H
日

ωま
で

に
廃
棄
物
対
策
課
へ

男
性
女
性
イ
コ
ー
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

書
加
し
ま
せ
ん
か

男
女
共
同
曾
薗
田

(S
E
5
2
4
5
)

出
女
が
互
い
に
そ
の
人
織
を
尊
重

し
な
が
ら
、
個
性
と
能
力
を
じ
ゅ
う

ぶ
ん
に
発
問
押
す
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

マ
と
き

l
月
凶
目
的
午
前
叩
時

羽
分

1
午
桂

3
時
加
八
万
マ
と
こ
ろ

県
男
女
共
同
書
面
セ
ン
タ
ー

「
あ

い
と
ぴ
あ
」
(
岡
苔
市
)
マ
内
容

講
演

「
メ
デ
ィ
ア
白
な
か
の
ヅ
孟

..書官毛ilii1e1e1l'
自正月抱，;:ライ子コ狩~I

1月 1日嗣から、塩田東

山観光農園のイチゴ狩り園

がオ ブンし苦した。ハウ

ス内は真冬でも暖かく、真っ

赤に実った甘いイチゴが食

べ放題です。

ご家族そろってお出力、け

ください。

ン
ダ
l
に
気
づ
く
」
(
講
師
フ
ェ

リ
ス
女
学
院
大
学
教
授
・
諸
橋
事
樹

さ
ん
て
分
科
会

マ
そ
の
他

上

回
か
ら
会
場
ま
で
パ
ス
の
送
迎
あ
り

マ
申
し
込
み

1
月
9
日
開
ま
で

に
、
世
話
で
男
女
共
同
書
画
課
へ

塩
田
の
館
で

親
子
わ
ら
馬
作
り

塩
図
の
鮪
(
愈
担

・
1
2
5
1
)

塩
悶
平
を

一
望
す
る
こ
と
が
で
き
、

お
や
き
・
そ
ば
な
ど
の
郷
土
料
理
ゃ
、

地
元
自
物
産
を
気
軽
に
楽
し
め
る
施

設

「
境
田
の
館
」
(
前
山

・
龍
光
院

入
口
)
で
、
親
子
わ
ら
馬
作
り
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

、

[ 4) 

5/22~ 

800円

500円

1丘1.1

.料童

1/1-1/31 1 2/1-4/16 14川7-町21

小学生以上 I1印O円 I 1.200円 I 1.000円
小学生未諸 1 1.000円 1 1.000円 1 800円

3歳未満| 無 料

1>開園時間 午前10時~午撞4時(予約もできます)
じ〉問い合わせ JA塩田東山観光腫置 ("39・0210)

マ
と
き

l
月
四
日
間
午
桂
1
時

1
4時

マ
定
員
先
着
別
名
(
親

ま
た
は
子
ど
も
だ
け
の
害
加
も
可
能

で
す
)

マ
参
加
料

無

料

マ

持

ち
物

わ
ら
(
小
東
で
2
車
く
ら
い
。

お
持
ち
で
な
い
か
た
は
、
塩
田
町
館

で
用
意
し
ま
す
)
、
わ
ら
切
り
用
の

は
さ
み
(
用
意
で
き
る
か
た
)

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U
E
D
A

へ

お
越
し
く
だ
さ
い

メ
デ
ィ
ア
ラ
‘
dト
U
E
D
A
(宮
拍

2
0
0
0
)

-
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
講
座

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
も
っ
と
活
用

し
た
い
か
た
の
た
め
の
講
座
で
す
。

ダ
ウ
ン
ロ

1
ド
の
し
か
た
や
掲
示
置



(夜間開催)

広 司l
市政について市長と
お話ししませんか/

日中高越しにEれないかたのため

に「市民と市長白日」を夜間開催し

ます。書加を希望されるかたはお申

し込みください。なお、職員も同席

させていただきます。

書
加
な
ど
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

マ
と
き

2
月
1
日
出
午
後
l
時

加
分
1
4時
却
分

マ
対
象

イ

ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
経
験
者

マ
定
員

団

名

マ
受
講
料

2
0
0
0円

マ

申
し
込
み

事
前
に
世
話
で

-
節
分
企
画
コ
冗
気
な
ち
び
っ
手
集

ま
れ
/
パ
ソ
コ
ン
で
鬼
の
お
面
を

作
ろ
う
」

お
絵
か
き
ソ
フ
ト

「
キ
ッ
ド
ピ
ク

ス
」
で
鬼
の
お
而
を
作
っ
て
、
セ
ン

7時30分~、 8時~、

i月16日開ま

7時~、

タ
!
の
中
庭
で
宣
ま
き
を
し
ょ
っ
ノ

マ
と
き

2
月
2
日
間
間
午
桂
l
時

加
分
1
3時
却
分

中
対
象

小
学

生
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

マ
定
員

団

組

マ
参
加
料

5
0

0
円

マ

申
し
込
み

事
前
に
電
話

で-
パ
ソ
コ
ン
相
談
室

(相
談
無
料
〉

マ
と
き

1
月
お
日
間
午
前
凶
時

1
正

午

マ

定
員

m名
マ
申
し

込
み

事
前
に
電
話
で

-その他
応募者多数の場合は、抽選となる場合があります。開催日の 週間ほどiiiiに、

申し込みの結果を全且のかたにお知らせします。

.問い合わせ 秘書調 ("22・41凹1W11112)

田園田回目

八日堂縁日で

E盟国司1月78ω午後1時~剛日嗣午後4時

.問い合わせ 一

-問い合わせ
しなの鉄道

上田駅

(ft22・14∞)
認滋野 ・国中 ・テク 副 3
4 板蛾 ・板城の各駅I: 

.こも会列車合停車し I: 
当日は、 周辺道路の渋滞が予想されますので、 公共交通機関をご刺用いた l 与すムー庁辛 ~ I

だくなど、ご協力をお願いします。 ....... 一一一ー-....11

工出田允」ノベンション協会

(観光課内包23・5408)

-と き 1月29日剛午桂 6時30分-9時

.ところ 市長室 (市世所 3再審)

・封量 市内在住か在!i!のかた (グループでも可)

.曹集人数 5人 (組)

・想敵時間

l人(総)につき20分程度 (午桂 6時30分~、

8時3分~のいずれか)

-$し込み

はがき ・FAX・電子メ ルのいずれかに必型事項を記入し、

で 〔必翌日に申し込んでくださ L、。

・必要牢記入事項

住所・氏名 ・年齢・職撞 ・電話番号・話したい内容 (市政に聞すること)

参加希望時間 (ご希望に訴えない場合があります)を記入してくださL、。

なお、グループで申し込むかたは、参加入融と代表のかたの住所 ・氏名など

を記入してくださL、。

.申し込み先

「はがき」 ・・..386-8601 上回市世所秘暫課内「市民と市長の臼」係

fFAXJ・・・困23・5111 上田市世所秘書課内 「市民と市長の日j係

「電子メール」・・・アドレス hishoka@city.ueda.nagano.jp(例名を 「市民と

ili長の日申し込み」としてくださし。

屡代

23:32 

-・
上り

(，月8日嗣)

-・

戸倉

23:27 -・

西上回

23:15 -・

上回

22:27 

23:11 
-・
-・

信現国分寺

-・
-・

大屋

22:21 

23:04 
-・
-・

小路

22:07 

2日2:50下り
('月7日山]

0:26 0:15 -・0:11 -・0:07 開.0:04 -・2日3:50

003 

1瓦1.1

.. 0:08 .. 0:20 .. 0:24 .. 0:28 .. 0:31 .. 〔止44

[ 5] 



一

[平成14年6月26日~悶278鋼査1(単位

情
報
活
用
情
座

受
晴
生
'
集

市
立
図
・
鎗

(
E
E
0
8
8
0
)

-
情
報
活
用
能
力
を
身
に
つ
り
ょ
う

講
座

(
4回
)

身
近
な
情
報
、
題
味
や
暮
ら
し
に

役
立
つ
情
報
を
集
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

マ
と
き

l
月
幻
日

1
2月
日
日

(
毎
週
木
明
日
午
後

1
時
却
分
1
4

時
却
分
)

マ
と
こ
ろ
市
立
図
帯

0.6 

館

マ

内
容

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

情
報
・
蔵
書
検
索
、
掲
示
板
、
メ
l

リ
ノ
グ
リ
ス
ト
の
活
用
、
ホ
l
ム
ペ

ツ
作
成
入
門
な
ど
マ
対
象

パ
ソ

コ
ン
の
マ
ウ
ス
操
作

・
文
字
入
力
が

で
き
る
か
た
マ
定
員
先
着
加
名

マ
受
講
料

5
0
0円
(資
料
代
)

マ
申
し
込
み

l
月
凶
日
刷
幽
か
ら

市
立
図
魯
館
へ

-
仕
事
・
生
活
に
役
立
つ
情
報
活
用

講
座

(
6回
)

マ
と
き

1
月
羽
田

1
2月
幻
日

(
毎
週
木
曜
日
午
桂
6
時

3
8時
)

マ
と
こ
ろ

市
立
図
智
館
マ
内

容

デ
ー
タ
ベ
!
ス
横
長
、
イ
ン
タ

ネ
ッ
ト
で
情
報
樟
輩
、
ホ
ー
ム
ベ
!

[6] 

測定値

1.000 

平成14年度
市内一般環境ダイオキシン類調査結果

国の環境基準を下回りました/
rnでは、昨年度に引き続き、大気 5地点、水質3地

内、 1:境5地点の一般環境について、ダイオキンン類

自調査を実施しました。

この結果、大気 ・水質・よ犠の計13地占 (下田華、

ダイオキシン類測定結果白とおり)で、国が設定する

ダイオキシン類環境基準値を下回りました。

詳しくは、お問い合わせください。

.問い合わせ 生活環境課(宮23・5120)

.ダイオキシン類測定結果

ジ
作
成
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
な
ど

マ
対
象
日
常
的
に
仕
事
な
ど
で

パ
ソ
コ
ン
を
信
用
し
て
い
る
か
た

マ
定
員
先
着
却
名
マ
受
講
料

5
0
0円

〔賢
軒
代
)

マ
申
し
込

み

1
月
叩
自
由
幽
か
ら
屯
子
メ
l
ル

(
凹

E
E
-
Z
ω
}
d
o
w
s⑥
口
寄
ロ
邑
鈎

E
宮
3
0
】
ち
で
市
立
図
都
館
へ

義
体
イ
ン
ス
ト
ラ
9
9
1

圃
軍
属
硲
鹿
(
全
叩
固
)
へ

N
P
O
迭
人
や
ま
ほ
う
し
自
開
単
稜
.. 務
局

{e
H
2
7
3
E
)
 

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
附

す
る
資
輸

「森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
」

の
盤
成
講
座
に
、
あ
な
た
も
書
加
し

1五1.1

ま
せ
ん
か
。

・
第
1
固

守
と
き
〈
と
こ
ろ
)

2
月
日
日

出
午
前
9
時
叩
分

1
午
怯
3
時

(丸

子
町
文
化
会
館
)

・
岡
崎
日
間
午
前

9
時
初
八
万
1
午
桂
3
時

(塩
尻
市

・

長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
〕

マ

内
容

特
別
講
演
・
試
験
白
慣
聾
と

講
座
白
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
マ
定
員

各
会
場
と
も
先
活

1
0
0名
マ

受
講
料

2
5
0
0円

(
資
料
代

・

保
険
料
を
告
む
)

マ
申
し
込
み

2
月
日
日
閣
ま
で
に

N
P
O法
人
や

ま
ほ
う
し
自
然
学
校
事
萌
局
ヘ
マ

そ
の
他

第

2
回
以
降
は
県
内
各
地

で
理
論
と
実
桂
を
宇
宙
し
ま
す



• 
/
・

ド

乱

防

↓品
一リ

ラ

制

動

劇

一剛
一周

臥

日

間

収
一劃
一L
暗

滑

川

み
一恥
一品
川

U
5

ご
一精
一例
配

時
脳
層
，

m
-酬記
ト
司
当
同

μ昭
一層
一所

ン

E
一口
一
同

M

E
い

積

セ

押
川
凶
匝
司

童

集
ン

d
a司

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

お知らせ

σ 

お
気

軽
に
ど
う
ぞ

「
こ
こ
ろ
の
相
談
日
」

健
福
原
雛
遺
恨
(
宮
田
・

8
2
4
4
)

現
代
社
会
で
は
、
仕
事
や
環
境
の

変
化
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
や
、
人
間
関

保
な
ど
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
こ
こ

e

小
林

宜

戸
水
井
陵
之
助

、

小
山
す
ゑ
子

岡
子
よ
し

多

胡

俊

三

日

竹

村

勝

峰

町
e

和
悩
公
平

日
制
野
製
袋
平

田
六
川
嶋
川
雄

別
市
川
偏
治
郎

田

総

聞

か

ち

師
竹
内
製
袈
治

田

手

塚

元

義

師

石

井

義

九

割
e

宮

阪

茂

創

一
酉
入
邦
一
何

回

鈴

木

氏

子

肝

丸

山

一

江

叩

…
竹
内
田
江

田
内
藤
繭
梅
在

世
.
生
お
い
つ
の

剖

…
高
見
三
凶
子

回

…
総
調
印
花
子

田

…
高
木
け
さ
お

(刊
月
届
け
出
分
・
敬
祢
略
)

白
石
み
ち
wm

小

林

司

市

瞬

久

荒

井

法

軍

小

林

義

雄

工

藤

祭

次

上
限

ミ

ツ

川

崎

ナ

ヲ

大

村

邦

男

寺
凶
器
雄

篠

似

延

夫

樋
口
千
鶴
子

荻
瓜
勇
太
郎

柳

海

荘

一

宮
本
窓
蝉

福

島

忠

治

山

崎

芳

衛

竹
鉢
年
つ
い

卯
田
も
、
よ

太

田

秋

和
保

野

野

倉

上
極
尻

秋

和
緑
が
ほ

大

屋怠
上
房
山

亦

桜

中
之
条

上
U

室
賀

院

内

下
之
条

生

四

億

下
室
賀

神
科
新
日
開

白
球
平

金

井

常
僻
知
町

東
前
山

鷹
匠
町

以

北
km断
柳
町

丸
搬
町

石

神

丸
鋸
町

下
背
水

諏
訪
形

保

野

須

川
保

野議
小

牧
院

内

上
凶
原

新

町
材
木
町

前

野
中

村

小

山水

御

所

田
子
安
美
千
子

師

・
沌

滞

金

一

世

・
中
村

良

治

田

清

水

原

田

繍

防

治

子

叩
・
驚
国
い
ね
子

刊

柳

滞

普

4

円
一
池
田
部
宏

回

一
金
井
泰
江

明
川
宮
淵
住
江

田

・
宮
本

-
石

田
e

繊
井
き
志

田

…
児
玉
は
な

回

一
山
内

坪

武

百
荻
原
富
士
雄

時

間

中

喜

代

柴

田

牧

村

東

作

叩

…
熊

谷

順

一

帥

.
水
谷
和
銀

制

・
池
田
鹿
平

田

一
見
王
山
対
美
子

岨

，
絵
本
利
夫

副

鍵

谷

二

郎

関
凶
滞
美
智
子

すろ
。iこ
変
調
を
き
た
す
」

と
カ三
あ
り
ま

こ
こ
ろ
の
健
康
や
生
活
の
こ
と
で

相
談
が
あ
る
か
た
は
、
本
人
・
家
族

な
ど
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。マ

と
き

1
月

8
日
制
・
同
辺
日

制
午
前
9
時
別
分

i
u時
加
分

(l

人

1
時
間
)

マ
と
こ
ろ

市

役

所

南
庁
舎
6
階

会

議

室

マ
相
畿
担
当

精
神
保
健
福
祉
相
談
貝
・
保
健
師

上

沢

西

脇

n
k

れ
川

下
之
郷

新
口
出

川
辺
町

誠
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倉
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岡
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小
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新
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庖
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縦
長

入
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矢

沢
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升
川
州
場
町

御

所

御

所
綬

台
五

加
中

村 ••• 
師

一
山
進

曲

・
闘
中

n

m凶

n
・
自
白

祁
・
曽
我

田

町

凶

憲

三

百

・
斉
藤
リ
ウ
子

世
…
燐
弁
叔
義

国

赤

羽

与

市

田

半

附

光

刻

師

・
久
保
阻
勺

聞

大

友

聡

略

備

結

逮

平

曲

体

は

る

い

円

青

島

君

子

制
・
務
阪
な
み
江

沼
.
中
部
ま
す
え

曲
.
倉
島
の
ぷ
子

世

柳

樽

秀

雄

出
・
伊
藤

正
治

円

赤
沼
亥
己
子

M
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松
野
民
和
十
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清

水
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u 
マ
申
し
込
み

電
話
等
で
健
康
推

進
課
へ

(予

約

制

)

マ

そ
の
他

保
健
師
に
よ
る
相
談
は
随
時
行
っ
て

い
ま
す
由
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

「
歯
が
は
え
た
ら
教
室
』
に

お
出
か
げ
く
だ
さ
い

健
康
縫
溜
隈
(
宮
田

8
2
4
4)

78 83 79 75 85 83 86 98 90 83 80 37 82 75 91 62 79 79 93 64 78 78 74 

か
わ
い
い
子
ど
も
の
真
珠
の
よ
う

な
歯
を
む
し
歯
か
ら
守
る
た
め
に
、

歯
が
は
え
で
き
た
ら
虫
歯
予
防
の
た

め
白
正
し
い
知
識
と
方
法
を
し
っ
か

り
と
身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

守
と
き

l
月

8
日
制
・
同
日
日

附
・
同
位
日
制
午
前
山
時

i
u
時

〔受
付
は
午
前

9
時
印
八
万

1
m時
)

マ
と
こ
ろ

上
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

(市
役
所
南
庁
舎

2
階
)

マ
対
象

歯
が
4
本
は
え
て
き
た
お
子
さ
ん

マ
持
ち
物

母

子

手
帳
、
歯
ブ
ラ

シ
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
マ
申
し
込

事
前
に
健
康
推
進
諜
へ

み
日
串
即
祉
資
扉

集
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
H
年
度
目
車
社
貰
募
集
に
際

し
、
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

上
田
市
白
社
置
の
総
額
は
、
昨
年
ロ

月
凶
日
現
在
で

1
6
9
1
万
1
1
2

円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
お
金
は
、

国
内
外
由
民
害
や
紛
争
時
の
救
助
活

動

・
献
血
事
業
な
と
、
日
帯
四
名
種

事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
も
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
理
解

・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

上
下
水
道
局
が
移
転

北
牢
舎
で
営
業
開
始

-帥m鴎企
庁
台
管
理
係
(
宮
田
・

5
1
1
4
)

市
上
下
水
道
局
が

1
月

H
日

ωか

ら
北
庁
舎
(
大
手

2

4

m

・
旧

上
回
商
工
信
用
組
合
本
底
)

へ
移
転

し
、
官
業
を
開
始
し
ま
す
。

市
役
所
本
庁
舎
が
手
狭
に
な
り
市

民
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
解
消
す
る

た
め
、
旧
上
回
商
工
信
用
組
合
本
庖

を
今
年
度
取
得
し
、

上
下
水
道
局
が

移
転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

北
庁
舎
の

l
階
が
営
業
課、

2
階

が
上
水
道
謀
、

3
階
が
下
水
道
課
と

な
り
ま
す
。
内
線
電
話

・
直
通
電
話

の
帯
号
は
今
ま
で
ど
お
り
で
す
。

ま
た
、
北
庁
舎
専
用
の
駐
車
場
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

回
匝
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阪神.;~ 

最近では東海地震や糸魚川ー

の発生が指繍されています。そのよう

上田市でも大きな被害が生じるとされています。

災害から身を守るため、普段からじゅう

ておきましょう。

-日ごろの備えが大切です
阪神 ・淡路大震災では、 「家屋や家具類など白倒填

による圧迫死と恩われるもの」が死園田88%を占め、

「焼死及びその疑いのあるもの」が10%となっていま

す。そこで、もう一度身の回りの安全を磁認してみま

Lょう。

.身の安全在確保

地震が発生したら、テ プルの下や柱がたくさんあ

る押し入れなどに身を置き、橋れがおさまるまであわ

てず持ちましょう。

.揺れ対策をしておく

家具白転倒防止、窓ガラスの飛散防止の措世をして

おきましょう。

・消火、ガスの元栓、電源を切る

火毘が発生した場合、揺れがおさまった段階で即座

に消火をしましょう。

・戸締まりと安否メモ

災害時に避難する際は、窃盗対輩白ため確実に戸締

まりを行うとともに、外出中自家族に安否のメモを残

すように Lましょう。

.家庭内の備蓄と非常持出し袋

3日程度白企組と水を備えておきましょう。また、

即座に逃げ出せるように、非常持出し袋を用意してお

きましょう。

.近所の災害弱者に声掛けを

近所で声を掛け合い、独居老人や障害者など災害弱

者に配慮しながら、迅速に避難しましょう。また、避

難の際には落下物や倒漬物に注意し、ヘルメッ卜など

で頭を保護しましょう。

・ケガの措置

普段から、心肺摩生法や止血法など白訓練をしてお

きましょ う。

.集団避難と誘導

避難する場合は、徒主伝で集団になって避難しま Lょ

つ。

.広域避艇場所について

広域避難場所は、震度6以上白場合と、災害対策本

部が開設の必要を留めた場合に設置します。広場避難

場所開設に主らない程度の災害の場合は、自治会が定

めた一次避難場所 (自治会館 集会所など〕に避難す

るようにしましょう。

・人員の点呼

自治会で一次避難者の把援をします。これにより、

避難者名簿が作成され、置難者の安否確認や不明者の

捜索などに役立ちます。災害の際には、速やかに人口

点呼ができるよう協力しましょうo

-今後予想される大規模地震
.藷翠翠，
政府の中央防災会議は、これまで強化地域に指定さ

れていた16市町村に加え、昨年4月に新たに強化地域

の決定を行い、諏紡湖よりも南側のほぼすべての地域、

29市町村を強化地域に指定しました。

仮にこの東海地震が発生した場合、 上田市でも震度

4から 5弱白揺れが発生すると想定されています。

-I":~司"... 割問問団施ι透明晴唖ItJiilî~堅調.
平成10年度に実母した上田市防災アセスメノト調査

の結果によると、ヰ孫寺断層を古む「糸井川 静岡構

造線」を震源とするマグニチュード 8白地震が発生し

た場合、上田市では最大で震度6弱から 6強の揺れが

生じると予測されています。この地震による市内田被

害予測は、死者539人、負傷者17.210人、避難者10.281

人、建物全壊数9.591棟となっています。

| 問い合わせ総務課~・...  

阪神 諜路大震災の教訓から、市では災害時に協力してし、ただける皆さ

んにボランティア芭して畳録をお願いしてレます。その皆さんに対しての

研修会を立のとおり開催しますので、災害ボランティアとして萱録をされ

てレるかた、史書ボランティアに関心があるかたは是非ご参加くださレ。

bとき 1月31日働午睡1時3口分- tところ ，3咋1あい福祉セン

タ- t内容 阪神大震災体験談[講師 溝水田四郎古ん(上紺屋町)]、

救急講習会(上田広域開防本部) t聞い古わせ 福祉課 (ftn5130)

防災とボランティア週間に

ぜ、 1月17日から同24日君主で、
役所本庁吉 1階ロビー慣で、

用品のミニ展示を行います。

出曹は、レつ起こるかわかりま

せん。是非ご貫ください。

t問い合わせ 総務課(<r2H332)

1丘/./ [81 12100趨国間滞EF
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